
　

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
注
目
す
べ
き

サ
イ
ト
の
一
つ
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ビ
ュ
ー
（Groundview

s

：
以
下
Ｇ
Ｖ

と
略
す
）
を
挙
げ
る
。
Ｇ
Ｖ
は
、
Ｃ
Ｐ

Ａ
（Centre for Policy A

lterna-
tives

、「
政
策
代
替
案
セ
ン
タ
ー
」）
と

い
う
一
九
九
六
年
設
立
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
運

営
し
て
い
る
サ
イ
ト
で
あ
る
。
当
時
の

時
代
背
景
と
し
て
は
、
内
戦
が
コ
ロ
ン

ボ
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
緊
張
が
高
ま
っ

て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

政

府

と
（Liberation Tigers of 

Tam
il Eelam

：
タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム

解
放
の
虎
：
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
の
交
渉
（
一

九
九
四
年
）
が
決
裂
し
た
結
果
、
内
戦

が
再
開
・
激
化
し
、
コ
ロ
ン
ボ
の
中
心

部
に
あ
る
中
央
銀
行
も
爆
破
（
一
九
九

六
年
一
月
）
さ
れ
た
。
政
治
的
解
決
と

軍
事
的
解
決
の
双
方
が
模
索
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
中
で
、
自
由
な
立
場
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
探
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し

て
Ｃ
Ｐ
Ａ
が
設
立
さ
れ
た
。

　

サ
イ
ト
の
運
営
開
始
は
二
〇
〇
六
年

一
一
月
な
の
で
、
歴
史
は
そ
れ
ほ
ど
古

く
な
い
。
前
年
の
二
〇
〇
五
年
に
は
政

府
と
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
の
「
二
〇
〇
二
年
停

戦
合
意
」
が
名
目
的
と
な
り
、
各
地
で

衝
突
が
多
発
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
二

〇
〇
六
年
七
月
に
は
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
の
最

終
戦
争
へ
突
入
し
て
い
る
。

　

執
筆
陣
に
は
、
経
験
豊
富
な
学
者
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
若
手
ま
で
幅
広

く
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

D
ayan Jayatilleke

（
外
交
官
と
し
て

ス
リ
ラ
ン
カ
国
連
代
表
を
経
て
、
現
在

は
在
フ
ラ
ン
ス
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
と
し

て
赴
任
中
）
の
記
事
は
サ
イ
ト
開
設
以

来
の
最
多
の
読
者
を
獲
得
し
た
。
ダ
ヤ

ン
氏
は
現
政
権
サ
イ
ド
に
あ
り
な
が
ら

人
権
、
戦
争
犯
罪
、
虐
殺
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
人
道
に
関
し
て
、
将
来
を
見
据
え

た
示
唆
に
富
む
記
事
を
発
表
し
続
け
て

い
る
。
二
〇
〇
九
年
一
月
に
何
者
か
に

射
殺
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ラ
サ

ン
タ
・
ウ
ィ
ク
レ
マ
ト
ゥ
ン
ガ
の
夫
人

に
よ
る
、
警
察
へ
の
嘆
願
書
も
掲
載
さ

れ
話
題
を
呼
ん
だ
（
夫
人
は
、
数
多
く

の
新
聞
社
に
嘆
願
書
を
掲
載
す
る
よ
う

要
請
し
た
が
拒
否
さ
れ
た
）。
分
野
も

ガ
バ
ナ
ン
ス
、
人
権
、
平
和
構
築
お
よ

び
芸
術
・
文
学
等
の
事
象
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
記
事
の
切
り
口
も
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
よ
り
も
長
期

的
な
視
野
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
運
営
開
始
当
時
か
ら
北
・
東
部
に

お
け
る
戦
闘
や
人
権
の
状
況
、
人
道
上

の
問
題
を
伝
え
て
い
た
こ
と
は
、
現
在

に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ

な
ら
、
二
〇
〇
九
年
五
月
の
内
戦
終
結

時
に
政
府
や
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
に
よ
っ
て
戦
争

犯
罪
や
深
刻
な
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
と

さ
れ
、
国
際
社
会
か
ら
問
題
視
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｇ
Ｖ
は
、
そ
れ
以

前
か
ら
内
戦
の
背
後
で
起
こ
っ
て
い
た

こ
と
を
継
続
し
て
観
察
し
て
き
た
と
言

え
る
。

　

Ｇ
Ｖ
で
は
記
事
だ
け
で
な
く
コ
メ
ン

ト
も
充
実
し
て
い
る
。
内
戦
終
結
時
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
、

過
去
の
教
訓
・
和
解
委
員
会
の
最
終
報

告
に
つ
い
て
の
記
事
に
は
、
行
方
不
明

者
調
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
コ
メ
ン
ト
で

は
、
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て

作
成
し
た
提
言
が
真
剣
に
検
討
さ
れ
て

い
れ
ば
、
そ
の
後
の
人
権
侵
害
の
発
生

を
防
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
提

言
の
実
施
を
求
め
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｖ
に
は
、
先
端
的
な
意
見
も
表
明

さ
れ
、
情
報
を
分
析
す
る
う
え
で
の
指

標
が
豊
富
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
注
意
点
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
記

事
や
コ
メ
ン
ト
は
英
語
で
書
か
れ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
人
口
は
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
都
市
人
口
は
ス
リ

ラ
ン
カ
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

圧
倒
的
に
人
口
の
多
い
農
村
で
の
選
挙

結
果
が
政
治
の
趨
勢
を
決
め
る
た
め
、

注
意
を
要
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
北
・

東
部
の
情
勢
分
析
に
つ
い
て
認
識
が
甘

い
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
当
事
者
に
は

机
上
の
空
論
と
映
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

（
あ
ら
い　

え
つ
よ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

南
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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